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道路における車両の通行方式には，左側通行と右側通行の 2 種類があるが，国際化やグローバルな交通ネッ

トワークの発展の下，通行方式の違いは交通上の障害になり得る．この解決の方策として，通行方式の世界

的な統一等の手法が考えられるが，その実現においては運転者の異なる通行方式への適応性が課題となる．

そこで本研究では，ドライビングシミュレータを用いて，日本国内の左側通行に順応した運転者を対象とし，

異なる通行方式である右側通行への適応性の評価を行った．実験により，多くの被験者が不慣れな右側通行

において，車線の逸脱等の走行ミスを記録するとともに，アンケート調査により多くの被験者が不安を感じ

ることが明らかとなった． 
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Traffic orientation is of two types—left-hand traffic (LHT) and right-hand traffic (RHT). With the 

increasing cross-border movement of people and the development of worldwide motor vehicle traffic 

network, the difference in traffic orientation becomes a barrier in the international traffic environment. 

The objective of this study is to clarify drivers’ adaptability to other-hand traffic (right-hand traffic for 

Japanese drivers) by conducting an experiment with a driving simulator, which can easily switch the 

traffic orientation. According to the results of the experiment, most of the subjects recorded route 

mistake in the experiment and feel uncomfortable in the other-hand traffic orientation, and half the 

subjects recorded route mistakes in the experiment. 
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1. はじめに 
道路における車両の通行方式には，左側通行

（LHT; left-hand traffic）と右側通行(RHT; right-hand 
traffic)の 2 種類がある．1949 年にジュネーヴで締結



された道路交通条約に関する条約(Convention on 
Road Traffic)では，各国内においては同一の通行方

式とすることと定められており，通行方式について

は国際的な統一はなされていない．2009 年 9 月現

在では 76 ヶ国・地域で LHT を，163 ヶ国・地域で

RHT を採用している．また，これまでもいくつか

の国・地域において通行方式の移行が行われている

が，多くは LHT から RHT への移行であり，RHT
が優勢な状況となっている． 

一方，運転者は，自国の通行方式の下での運転訓

練を行う．しかし，近年の国際化に伴う国境を越え

た人々の移動機会も増加し，それに伴って，異なる

通行方式下での運転機会も増えつつある．また海峡

を横断する橋梁やトンネル等の長大な土木構造物

の築造は道路ネットワークのグローバル化を実現

し，異なる通行方式を有するネットワークをいかに

安全に接続するかが課題となる．このような通行方

式の違いにより生じる障壁を解決する方策として，

通行方式の世界的な統一を図ることや，国際的運転

者が両方式にハイブリッドに対応できるよう訓練

な訓練を義務付けること等が考えられるが，いずれ

の方策においても一時的あるいは恒久的に運転者

の異なる通行方式への適応性が課題となる．このよ

うな背景の下，本研究は，通行方式が切替え可能な

ドライビングシミュレータ（DS）を開発し，それ

を用いて LHT に順応した国内の運転者に対して，

異なる通行方式である RHT での運転実験を行い，

運転者の異なる通行方式への適応性について評価

実験を行うものである． 
 

2. DS を用いた実験の意義 
運転者挙動に関する研究においては，特殊な環

境・条件下での実験が要求される場合が多いが，実

環境下での実車両を用いた実験は運転者あるいは

周辺への危険を伴う場合も多い．このような実験へ

の DS の適用は，被験者の安全性を保証するととも

に，実験環境の再現性及び実験条件の統制という点

でも，多数の被害者に対して同一の時点を同一の環

境で再現できる利点を有する．このような利点から，

運転負荷の実験や道路設計の評価等の様々な分野

における実験や訓練等にDSが利用されるようにな

ってきている．例えば，運転者が感じる恐怖感を評

価するものとして，松井ら 1)は車間感覚と恐怖感の

関係をドライビングシミュレータによる実験を行

い，検証している．また長時間の運転による疲労の

評価実験としては，西田ら 2)の研究がある．これら

の研究に示される通り，DS は，現実環境の下では

被験者の安全確保の観点から困難な実験を可能と

する有用なツールとして利用される． 
また DS は，ハンドル操作と連動したコンピュー

タグラフィックスによる高速な描画処理が必要で

あり，以前は高価なグラフィックス専用のワークス

テーションをベースとして開発されること多かっ

た．しかし近年では，パーソナルコンピュータ（PC）
の画像処理性能の向上に伴い，PC をベースとした

DS の構築も可能になってきている．その一方で，

映像や音だけではなく，加速度や遠心力を表現可能

なモーションコントローラを搭載したドライビン

グシミュレータの開発が進められ，その実用化も図

られるようになってきているたとえば 3),4)． 
 

3. 通行方式 DS の開発 
3-1 DS の構成 

本研究における DS は，通行方式切替え時の運転

者の適応性を比較検討するものであり，その開発に

おいては，通行方式の切替えが可能であること，そ

れに応じた道路構造物（一般道路，高速道路）の設

定が可能であること，他車両の出現のタイミングが

制御できることが求められる．その一方で映像表現

の高度なリアリティについてはさほど重要ではな

い．そこで本研究では PC をベースとして，専用の

DS を開発し，実験を行うこととした． 
図-1 に本研究で開発した DSのソフトウェア構成

を示す．本システムは，DS を核として，シミュレ

ーションのコース設定を行うコースエディタ，実験

により得られた車両軌跡及び制御情報を分析する

解析サブシステムにより構成される．DS のハード

ウェア構成は図-2 の通りである．DS は，PC（OS: 
Microsoft 社 WindowsXP），運転制御装置（Microsoft
社 Sidewinder Feedback Wheel），液晶プロジェクタ

により構成され，運転装置制御装置は USB により

接続される．DS の開発言語には，C#を基本として

用い，描画には OpenGL，運転装置からの操作情報

の取得には DirectX9.0 を用いる．またコースデータ

は XML で記述するものとし，その入出力には

DOM(Document Object Model)を用いる． 
 

3-2 運転装置情報の取得と車両描画 
運転装置の操作情報の取得は Direct Input により

取得する．取得されるハンドル操舵角やアクセル／

ブレーキの踏込み量は 0～1000 までの整数値とし

て得ることができ，それを操舵角，加減速度に換算



して車両位置を算出し，画像生成を行う．DS のユ

ーザーインターフェース画面を図-3 に示す．DS の

初期設定として，ハンドル位置（左・右）の設定や

他車動画の有無，制御量の表示の有無等を設定し，

それらに基づいた描画を行う． 
3-3 描画オブジェクト 

描画対象となるオブジェクトは，道路および道路

付属物，周辺施設，対向車等である． 

(1)道路オブジェクト 
 道路オブジェクトは，直線・円曲線・クロソイド

曲線を組み合わせた道路線形と，道路横断面の情報

を基に構築される．また，十字路交差点，T 字路交

差点，インターチェンジ（IC）部などのオブジェク

トも部品化し，配置可能とする． 

(2)道路付属物 
道路付属物として，交通信号機，道路標識，植栽

を対象とする．交通信号機は，時間により制御可能

なものとし，通行方式を切り替えた場合に支柱位置

も変わるように配慮して描画関数を設定している．

また道路標識については，規制・指示標識，案内標

識等を含めて複数種類を作成し，左右の通行方式を

切り替えた場合には信号機と同様に支柱位置も変

わるように設定している．植栽については，沿道へ

の樹木配置を可能とするものとし，テクスチャ画像

2 枚を用いたビルボードにより表現する． 

(3)周辺施設 
沿道周辺施設としては，複数の種類の建築物の

配置を可能としており，いずれも一部にテクスチ

ャマッピングを可能としている． 
(4)対向車 
対向車の表現はテクスチャマッピングにより行

うものとし，その制御は自車両位置と関連させて

出現させることができるようにした． 
3-4 走行データの出力 
車両走行データは XML で記録される．記録さ

れる情報は，現在位置（座標値），ハンドルの操舵

角，アクセル／ブレーキの操舵量であり，0.5 秒

毎に出力される． 
3-5 解析システムサブシステムの構築 

DS により記録された走行データを解析するた

めの解析システムを構築した．個人あるいは複数

人の走行データに対する速度，時間，軌跡につい

てグラフあるいは平面図として描画することが可

能である． 
3-6 コースエディタの作成 
 実験用コースには，道路オブジェクトや付属物，

周辺施設等により構成されるが，これらの配置を

容易とするためのコースエディタを作成した（図 
-4）．コースデータは XML により記述される． 

 

図-1  DS のソフトウェア構成 
 

  

 図-2 DS のハードウェア構成 
 

 
図-3 DS のユーザーインターフェース 
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4. 適応性評価実験 
4-1 実験方法 
実験は，海外運転経験のない普通自動車運転免

許を保有する 13 名（男：10 名，女：3 名，平均

年齢 22.1 歳）を対象に実施した．実験に使用する

モデルコースは，一般道・高速道・IC の 3 種類の

組合せとし，両コースの走行の違いを比較するポ

イントとなる，右折・左折・合流・駐車場の出入

りを含む周回コースとした．実験は運転装置への

慣れのために数分間の練習を行なった後，LHT・
RHT の順に走行を行う．同時に速度や軌跡等のデ

ータを記録する．また実験後には被験者に対し，

どの箇所で不安に感じたかについてのアンケート

を実施する．図-5 はモデルコースのマップと LHT，
RHT の両通行方式における走行記録を比較する

ポイントを示したものである． 
 

4-2 実験結果と考察 
図-6 は，被験者全体がコースを 1 周するのに要

した時間をグラフで表したものである．被験者は

LHT では平均 602 秒（およそ 10 分）で 1 周して

いるのに対し，RHT では平均 639 秒（およそ 10
分 30 秒）となっており， RHT の場合に LHT に

比べ 30 秒程多く要しているが，この違いは IC 部

のランプの構造の違いによる道路延長の差に起因

している．一方，走行速度については，被験者全

体でみれば LHT で 71km/h，RHT では 75km/h

となっており，RHT の方が高速で走行する結果と

なった．実験後のアンケートでは，LHT の後に

RHT を走行したことから，RHT 走行時には LHT
走行時よりシミュレータに慣れたとの意見もあり，

実験順及び実験前の練習時間の長さが影響した可

能性がある． 
表-1 は，実験で取得した走行軌跡から明らかに

車線を逸脱した件数を示したものである．また，

表-2 はアンケート結果から被験者が不安を感じ

る箇所を示したものである．RHT 走行時の車線逸

脱件数を見ると，交差点①・④で 3～4 件の逸脱

件数となっている．交差点①は RHT で最初に通

過する交差点であり，RHT に慣れない状態で運転

したため，走行車線を誤ったことによるものと考

えられる．また交差点④の通行時に逸脱件数が多

くなった原因としては，交差点④に対向車を出現

するよう設定したため，対向車に意識が取られ，

車線を誤ったためと考えられる（図-7）．また，実

際に車線を正しく走行している場合でも，対向車

と衝突を起こしている場合があり，被験者の注意

が一方に集中し，RHT に対する注意が低くなった

ものと考えられる．交差点においては実験後の被

験者のアンケートからも特に不安な箇所として取

り上げられており，平均値も高くなっている． 

 

 
図-4 コースエディタ（初期画面） 

 
図-5 コースマップと比較地点 

 



また，高速道路においては IC 入口の取り付け

方向の違いに気づかず進入してしまうケースが

14 人中 6 人見られた（図-8）．通行方式が切替わ

ると，高速道路の合流方向も逆になるため，無意

識に LHT と同様の経路をたどってしまったと考

えられる．アンケート結果においても，ランプ部

の分合流は不安を感じる箇所となっている． 
以上より，得られる結論は次の通りである．ま

ず，LHT から RHT に通行方式を切り替えられた

場合，交差点（特に左折時）・IC 入口部分におい

て運転の誤りが多く，これらが危険箇所として挙

げられる．また，運転の誤りが生じる場面として

は，通行方式を切替えた直後や，交差点通過時に

対向車が出現した場合等，他の事象に運転者の注

意が移る時が挙げられる． 
 

5. おわりに 
本研究では，異なる通行方式に対する運転者の

適応性を評価するために，専用のドライビングシ

ミュレータを用いた実験を行い，LHT に順応した

国内の運転者の RHT への適応性に関する評価実

験を行なった．実験により，多くの被験者が不慣

れな RHT において車線の逸脱等の走行ミスを記

録するとともに，アンケート調査により多くの被

験者が不安を感じることが明らかとなった．また

危険な場面として，交差点の右左折時や IC への

流入時におけるミスが多いこと，また対向車等の

他車両の出現等がミスに影響を及ぼすことが明ら

表-1 LHT と RHT のコース逸脱箇所の比較 

正 誤 正 誤

1 駐車場の出入り 11 2 13 0

2 交差点① 13 0 9 4

3 交差点② 13 0 12 1

4 交差点③ 13 0 13 0

5 交差点④ 13 0 10 3

6 IC入口① 12 1 7 6

7 IC入口② － － 12 1

8 ランプ 11 2 12 1

9 IC出口 13 0 12 1

番号 場所

LHT RHT

 
 

表-2 アンケート調査による不安箇所 

場　所 平 均 値 最 頻 値

一般道 駐車場の出入り 3.6 5

直進 4.8 5

交差点右折 2.9 4

交差点左折 1.8 2

高速道路 ランプ→高速道路 2.9 4

直進 4.2 4

高速道路→ランプ 3.5 2

※ 1 << 不安・迷いが強い ～ 不安や迷いは無い >> 5  

 

（上段： LHT，下段：RHT） 
図-6 コース 1 週あたりの所用時間 

   
(a)  LHT        (b) RHT 

 
図-7 交差点④における走行軌跡 

   

(a) LHT     (b) RHT 
 

図-8  IC 付近における走行軌跡 



かとなった． 
本研究では DS 上の実験車両の挙動とアンケー

ト調査を基にした分析を行なっているが，今後は

脈拍や血圧等の生体計測を取り入れた，より客観

的な指標からの運転者の不安感や恐怖感を評価す

る必要がある．また，より長時間の実験を行うこ

とにより，運転者の DS への慣れの影響を減ずる

とともに，どれくらいの運転経験により異なる通

行方式に順応するのかについて評価することも必

要である．さらに，今回の実験は単純な LHT と

RHT との比較実験であったため，DS には PC ベ

ースの簡易なシステムを開発・適用したが，実験

精度をさらに向上させるためには，より現実感の

高いモーションコントロール等を用いた DS を用

いた評価実験が必要である． 
これらの運転者挙動に関する実験評価とともに，

直近の課題として DS を通行方式順応にどのよう

に活用していくかについても検討が必要である．

海外渡航者の増加に伴い，異なる通行方式での運

転機会も多くなっており，運転者の事前訓練ツー

ルとしてのシステム開発と評価が求められる． 
 さらにより大きな課題として，社会システムに

関する課題があげられる．現在は，自動車交通が

未成熟であった 19～20 世紀初頭に各国が独自に

定めた通行方式がそのまま現在に至り，世界を二

分している状況にある．このことは，１．に述べ

たように，グローバルな道路ネットワークの発展

や国際化に伴い，交通上の障壁となり得る．将来

的にどのような通行方式が採用されるべきなのか

を考えるとともに，今日の成熟した交通環境の下

で，通行方式の切替えは可能であるのか，異なっ

た方式の道路ネットワークの接続はどのようにす

べきかなどは今後の大きな研究課題であり，大規

模な社会実験のテーマともなり得る．そしてこれ

らの課題に対して，ITS がどのように寄与できる

のかも考える必要がある． 
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